
（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 0 単位時間 0 単位時間

年 100 単位 46 単位 55 単位 10 単位 単位 1 単位

40 人 40 人 人 0 % 10 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 ６

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

中退率

令和７年７月２５日

４３０－０９２９

０５３－４５０－６５５０
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人
静岡理工科大学

昭和27年3月31日 杉浦　哲 静岡県静岡市葵区御幸町２０番地
４２０－８５３７

０５４－２０４－２４９０

浜松未来総合専門学校 昭和59年12月24日 佐藤　雅一 静岡県浜松市中央区中央３丁目１０－３１

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

教育・社会福祉 専門課程（教育・社会福祉） 未来こども科 令和 3(2021)年度 - 令和 5(2023)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

学科の目的
保育・幼児教育に関する専門知識を学ぶ授業だけでなく、保育技術を学ぶ「演習授業」、実践力や応用力を身に付ける「ボランティア活動」や「実習」をより多く取り入れ、保
育に関する専門知識や技術を基礎として、人間性、豊かな感性や創造力、基礎力・実践力・応用力を備えた保育者育成を目標とする。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

本科は２年単位制学科として、専門学校と短期大学とのダブルスクール制を導入。短期大学での「一般教養・幼稚園教諭免許に関する専門知識・技術」と専門学校での
「保育士資格に関する専門知識・技術」及び「基礎力・実践力・応用力」を総合的に身につけ、「短期大学士の学位」と「専門士の称号」、さらには幼稚園教諭２種免許、保育
士資格のダブル取得を目指し、多様化する保育現場で活躍できる人材を育成する。

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

（令和6年度卒業生）

16
■地元就職者数 (F) 16
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

100

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 17
■就職希望者数 (D)　　　　　： 16
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和６年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

幼稚園、保育所、認定こども園、医療型障害児入所施設 等

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数）

6

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
https://hamasen.ac.jp/department/childcare/

94
■進学者数 0
■その他

うち企業等と連携した演習の単位数

うち必修単位数 100

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

総単位数 100

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数 6

うち必修授業時数

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数）

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

https://hamasen.ac.jp/department/childcare/


人

人

人

人

人

人

人

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等において
その担当する教育等に従事した者であって、当該専門課
程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算して六
年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 0

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 2

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 2

 計 7

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度
の実務の能力を有する者を想定）の数

5

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 1

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 2



種別

①

③

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

・近年、養成校の質が問われており、委員より新卒学生の課題について意見をいただいた。引き続き、各科目の非常勤講
師や保育現場と連携しながら実践的な学びの機会を増やしていく。また、カリキュラム外の時間を活用して、専門的知識、
文章力、保育技術等の基本的スキルの定着に取り組んでいく。
・実習日誌の手書き記入による学生の負担を減らし、ICT化が進む保育現場の流れに沿うため、令和7年度より実習日誌の
ICT化の導入を進めていたが、委員から保育現場側のメリット、デメリット等の意見をいただき、導入を一旦見送り、再検討
することとした。学校（学生）側、保育現場側両者にとって実習の質をあげられるよう、複数の業者を再検討していく。

小澤　稔 浜松未来総合専門学校　教務課長
令和７年４月１日～
　　令和８年３月３１日（１年）

名　前 所　　　属 任期

山﨑　正太郎 袋井私立保育園長会
令和７年４月１日～
　　令和８年３月３１日（１年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
保育士資格取得のため、保育士養成校として定めたカリキュラムで授業科目を編成し、また、幼稚園教諭二種免許取得の
ため、近畿大学九州短期大学通信教育部保育科を併修し、指定されたカリキュラムで授業科目を編成している。実習先へ
のヒアリング等を重ね、保育・幼児教育現場のニーズを把握し、現行カリキュラムでは不足している知識・技術を補完するた
めの科目を追加することで、保育・幼児教育現場のニーズに即した授業科目の編成を行う。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

企業等の意見を教育に反映させるため、学校組織内に教育課程編成委員会として位置付ける「教育課程編成委員会」を
「浜松未来総合専門学校　教育課程編成委員会規程」に則り設置しており、委員会の意見を教育課程の編成に反映できる
体制としている。教育課程編成委員会は、校長の下に設置され、教育課程編成委員会の意見は新年度運営計画作成の際
に審査されたのち、校長の許可を経て決定する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

安田　友昭 (有)浜松こどものとも社 代表取締役
令和７年４月１日～
　　令和８年３月３１日（１年）

令和７年５月１日現在

江塚　会里 浜松未来総合専門学校未来こども科教諭
令和７年４月１日～
　　令和８年３月３１日（１年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載するこ
と。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（７～９月、２～３月）

（開催日時（実績））
第1回　令和6年9月27日（金）　16:15～17:45
第2回　令和7年3月27日（月）　16:00～17:30

竹田　勇 浜松未来総合専門学校未来こども科教諭
令和７年４月１日～
　　令和８年３月３１日（１年）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況



保育実習Ⅰ（保育）

科　目　概　要

保育実習Ⅰ（施設）
わこう、清明寮、春風寮、川奈臨海
学園を含む全１１施設

遊歩の丘はまなこども園、やまもも保育
園、葵ヶ丘こども園、菊川保育園、森のい
えはまきたを含む全１８施設

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
国家資格取得のための単位実習であるため、指定保育士設置及び運営の基準に基づき選定している。特に実習の効果が
指導者の能力に負うところが大きいことから、特に連携先施設長、保育士、その他の職員の人的組織を通じて保育につい
ての指導能力が充実している施設から選定している。この連携により、多様な保育サービスや社会的養護と保育士業務に
ついて理解をする。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

保育実習Ⅱ

リーザプレスクール、西方こども
園、ちはまこども園、蒲こども園、
摩耶保育園、掛川市立すこやかこ
ども園を含む全１７施設

企業連携の方法

３．【校外】企業内実習
（４に該当するものを
除く。）

３．【校外】企業内実習
（４に該当するものを
除く。）

３．【校外】企業内実習
（４に該当するものを
除く。）

保育実習Ⅰ（保育）を通して学んだ
技術と理論を基礎として、保育士と
して必要な資質・能力・技術を向上
させる。また、子育て支援について
も学ぶ。

施設現場で養護と療育を経験する
ことにより、これまで学習してきた
理論や技術が、保育の実践と具体
的にどのように繋がるのか理解す
る。また、保育の技術や、能力を
向上させ、保育観や子ども観を深
める。

これまで学習してきた理論や技術
が、保育の実践と具体的にどのよ
うに繋がるのか理解する。また、保
育の技術や、能力を向上させ、保
育観や子ども観を深める。

科　目　名 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

保育実習では「保育所保育方針」に基づいた保育が行えるようになることを到達目標とし、保育実習Ⅰ（保育）10日間､保育
実習Ⅰ（施設）10日間、保育実習Ⅱ10日間を行う。なお、それぞれの実習において巡回指導を行い、実習指導者（施設長ま
たは実習指導担当）との面談による学生の様子や課題等の確認を行う。また、学生との面談を行い、学生が抱える課題の
確認とフォローを行い、実習施設と実習内容等の調整を行う。
　実習終了後には実習施設より、オリエンテーションを始めとるす事前準備の取り組みから、実習の様子、子どもとの関わ
り、指導計画及び実習日誌の記入、保育職としての適性等の評価項目により、実習評価表を提出して頂き、実習評価表を
基に学生に対して実習事後指導を行う。



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

指導力向上研修会 連携企業等： 未定

令和７年夏季または冬季 対象： 全教職員

保育者養成校として乳幼児期から小学校期への学びの姿の連続性について考える

令和7年度第2回実習指導者認定講習 連携企業等： 全国保育士養成協議会

令和8年3月12日（木）・13日(金） 対象：
全国保育士養成協議会会
員校

保育実習実施基準に示された事項を踏まえた実習指導の質の維持・向上を目指すための指導者講習

令和7年度全国保育士養成セミナー 連携企業等： 全国保育士養成協議会

令和8年3月12日（木）・13日(金） 対象：
全国保育士養成協議会会
員校

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

「ちょっと深いファシリテーション」 連携企業等： ㈱Career Foundation

令和7年1月6日 対象： 全教職員

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

指定保育士養成施設が抱える課題と転換を図るための要点

0 連携企業等： 0

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

「浜松未来総合専門学校　職員研修規程」を定め、教員の資質、人間性、専門分野における知識、技術の向上を図るため
の「教職員研修」を、企業等及び研修機関と連携し、育成対象の教員に対し組織的及び計画的に実施している。

学生を集める学校から学生が集まる学校への変革セミ
ナー

連携企業等： クルーシャルモーメント株式会社

令和6年7月2日 対象： 保育士養成校

明治33年1月0日 対象： 0

プロダクトデザインの基本プロセスを学び、UIデザインの全体像を捉え実践する。

②指導力の修得・向上のための研修等

論理には「経済の論理」「政治の論理」「法技術の論理」「社会の論理」があり、それぞれの性質を理解し、
対峙する議論に対してどのようなズレに着目し収束に向けていくかを実践的に学ぶ。

「多様な学生が共に学ぶ環境整備について」 連携企業等： ㈱リソースフル

令和7年3月14日 対象： 全教職員

学生の可能性を引き出す「勇気づけコミュニケーション」の考え方を知り、コミュニケーションスキルの重要
性を理解する。また、アンコンシャス・バイアスのチェックテストを通して、自分自身の思い込みの傾向を把
握する。

②指導力の修得・向上のための研修等

AI・ChatGPTを用いた教員の教育力・指導力向上に必要な研修を実施



種別

企業

企業

企業

企業

企業

企業

企業

企業

企業

企業

卒業生

保護者

高校等

専門家等星野 仁 浜松市 企画調整部 情報システム課
令和７年４月１日
　　～令和８年３月３１日（１年）

株式会社アルファコード 企画開発部
令和７年４月１日
　　～令和８年３月３１日（１年）

鯨 佑輔 浜松未来総合専門学校 同窓会 会長
令和７年４月１日
　　～令和８年３月３１日（１年）

松島 あずさ 浜松未来総合専門学校 後援会 会長
令和７年４月１日
　　～令和８年３月３１日（１年）

西村 智子 静岡県立磐田西高等学校 校長
令和７年４月１日
　　～令和８年３月３１日（１年）

増田 公基 七恵会　理事長
令和７年４月１日
　　～令和８年３月３１日（１年）

中野 雅晴 舘山寺温泉観光協会　専務理事
令和７年４月１日
　　～令和８年３月３１日（１年）

（３）学校関係者評価結果の活用状況
授業アンケート実施後の集計について、フィードバックまでに時間を要している指摘に関して、１人の講師が複数科目担当
されていた場合、アンケート結果を１人分にまとめてフィードバックしていた。このとりまとめ作業時間を要しており、現在は
シンプルに科目単位でアンケート結果をフィードバックする運用に切り替えた。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
令和７年５月１日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 基準(7)　法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 基準(8)　社会貢献
（１１）国際交流

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 基準(1)　教育理念、目標
（２）学校運営 基準(7)　学校運営

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
本校における学校関係者評価は、年度の教育活動をまとめた自己点検評価報告書について外部の学校関係者から意見
をいただき、学校教育に反映させることにより、教育活動及び学校運営をより良いものに改善することを基本方針に定め、
２つの目的を掲げ実施している。
①本校の教育活動その他の学校運営について、社会のニーズを踏まえた目指すべき目標を設定し、その達成状況や達成
に向けた取組の適切さ等について評価・公表する。また、このことにより、本校の組織的・継続的な改善を図ること。
②自己評価に結果に基づいて行う学校関係者評価により、適切な説明責任を果たすとともに、学校関係者等から理解と参
画を得て、地域におけるステークホルダーと本校との連携協力による特色ある学校づくりを進めること。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

山崎 正太郎 たんぽぽ保育園 園長
令和７年４月１日
　　～令和８年３月３１日（１年）

小野 哲 小野経営科学研究所 代表
令和７年４月１日
　　～令和８年３月３１日（１年）

（６）教育環境 基準(5)　教育環境
（７）学生の受入れ募集 基準(6)　学生の募集と受け入れ
（８）財務 基準(7)　財務

（３）教育活動 基準(2)　教育活動
（４）学修成果 基準(3)　教育成果
（５）学生支援 基準(4)　学生支援

※（１０）及び（１１）については任意記載。

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

システムコラボ・マネジメント 理事長
令和７年４月１日
　　～令和８年３月３１日（１年）

内田 まどか 静岡県予防医学協会 健康増進課
令和７年４月１日
　　～令和８年３月３１日（１年）

土田 昌宏 株式会社イデア 代表取締役
令和７年４月１日
　　～令和８年３月３１日（１年）

杉本 恵美 株式会社スティルアン 管理部
令和７年４月１日
　　～令和８年３月３１日（１年）

田中 宏和

水野 拓宏 株式会社アルファコード 取締役ファウンダー 兼 CTO
令和７年４月１日
　　～令和８年３月３１日（１年）

関　正宏



（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://hamasen.ac.jp/about/disclosure/#school-information
公表時期： 令和７年６月３０日

（２）各学科等の教育
設置コース、専門課程、修業年数、募集定員、学習時間数、入学者
数、卒業者数、取得可能資格、主な就職先

（３）教職員 教職員数、組織図、研修
（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育、就職支援

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
　産業構造や労働環境、さらには職業としての役割が大きく変化し続ける中にあって、本校がその教育理念、目的・目標、および教育
活動や組織概要、特徴的な教育内容や学校が抱えている課題などを、社会に対して正確かつ積極的に伝えることが必要であり、その
ために広く学校の情報を公開することを基本的な方針とする。
　情報公開することによって、学校の教育活動・運営の改善に資するだけではなく、産業界と密接に連携した職業教育の充実により、
社会の求める人材養成にかかるニーズを満たすことの評価と持続的な課題解決と教育の充実にも繋げる。
　また、学生の確保、学生の進学ミスマッチによる中退・不登校などの問題、今後さらに見込まれる外国人留学生の増加などに対応す
るためにも、入学希望者などに幅広く、かつ、正確な学校情報を伝える必要がある。さらに、企業などからの専門的・実践的な能力など
を有する人材に対する需要は年々増加しており、今後さらに企業などとの連携を深め、産官学協同で人材育成をすることが必要と考
える。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 学校概要、教育理念、教育目標

（８）学校の財務 資金収支計算書、貸借対照表
（９）学校評価 自己評価・学校関係者評価の結果
（１０）国際連携の状況 留学生の受け入れ（受入学科、入学選考方法、出願資格）

（５）様々な教育活動・教育環境
施設・設備、学校行事、各種コンテスト、大学との連携プロジェクト、選
択授業

（６）学生の生活支援 カウンセリング、保護者との連携体制
（７）学生納付金・修学支援 学生納付金、経済的支援措置

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://hamasen.ac.jp/about/disclosure/#school-information
公表時期： 令和７年６月３０日

（１１）その他 その他の教育活動（附帯事業等）
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

https://hamasen.ac.jp/about/disclosure/#school-information
https://hamasen.ac.jp/about/disclosure/#school-information
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1 ○ 英会話Ⅰ

日常生活の中でよく使われる英語表現、特に、保育
の現場で必要となる英語を学び、４技能をバランス
よく学習し、身近な英語表現を知ることによって英
語力を高める。

1 30 1 ○ ○ ○

2 ○ 健康科学
健康維持や体力向上に対するスポーツ活動のもつ教
育的意義、「生涯スポーツ」や「Sportsforall」の
理念を理解する。

1 15 1 ○ ○ ○

3 ○ 日本国憲法

憲法が求めている理念とは何か、現実社会との間に
どのようなギャップがあるかを見つめながら、憲法
問題に対するリーガルマインドを養っていくことを
目標とする。

1 30 2 ○ ○ ○

4 ○
情報処理入門
Ⅰ

IT企業でシステム開発やOffice製品を用いて業務に
携わった勤務実績のある教員が指導する。コン
ピュータの基本用語を理解した上で、情報の意味と
コンピュータの発達過程、ハードウェア／ソフト
ウェアについて学ぶ。

1 15 1 ○ ○ ○

5 ○ 国語表現

保育者、社会人として必要な国語力（読む・書く・
話す・聴く）を学習する。基本的な文章表現のルー
ルを理解し、言葉を用いて豊かに表現したり、理解
したりする能力を身につける。

1 30 2 ○ ○ ○

6 ○ 保育基礎講座

保育者は、あいさつ、言葉遣い、コミュニケーショ
ン能力、危機管理など、職業上、社会生活において
極めて常識的な事柄が必要とされる。講義を通して
保育者として、社会人として必要なマナーを身につ
ける。

1 30 2 ○ ○ ○ ○

7 ○ 幼児と言葉

幼稚園教諭及び保育所保育士の経験がある教員が指
導する。領域「言葉」の指導の基盤となる、幼児が
豊かな言葉や表現を身に付け、想像する楽しさを広
げるために専門的事項に関する知識を身に付ける。

1 30 1 ○ ○ ○

8 ○
幼児と人間関
係

現在、幼稚園園長として幼児教育に携わる教員が指
導する。領域「人間関係」に関する知識の習得、子
ども個人の成長と、仲間集団の成長との双方に配慮
しながら具体的な指導を行う実践力の基礎を培う。

1 30 1 △ ○ ○ ○

授業科目等の概要

（専門課程（教育・社会福祉） 未来こども科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
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9 ○ 幼児と環境

認定こども園保育教諭の経験がある教員が指導す
る。領域「環境」のねらいと内容を理解する。ま
た、「環境とかかわる力」の発達について理解す
る。自然環境や社会環境などの具体的体験を重視し
た保育を設定し、実践的に指導する力を養う。

1 30 1 △ ○ ○ ○

10 ○
子ども家庭福
祉

現在、認定こども園園長として保育に携わる教員が
指導する。保育者として子どもの最善の利益を図る
ための基礎的な知識を習得し、子ども家庭福祉の課
題について総括的に考察できる力を養う。

2 30 2 ○ ○ ○

11 ○ 社会福祉

社会福祉士として社会福祉事業に携わる教員が指導
する。少子高齢化、経済社会状況の変化等、現代社
会における社会福祉の全体像を理解し、「自立支
援」に焦点をおいた社会福祉施策の展開、具体的・
個別的な実践を学ぶ。また、児童福祉分野における
自立支援、子育て支援の方法について考える。

1 30 2 ○ ○ ○

12 ○ 教育原理

公立幼稚園の園長経験がある教員が指導する。教育
の本質・意義・目的・機能、子ども家庭福祉等との
関わりを理解し、教育に関する基本的な概念と知識
の習得を図ることを目標とする。

1 30 2 ○ ○ ○

13 ○ 保育原理

元保育園園長の経験がある教員が指導する。保育の
意義、保育所保育指針における保育の基本、乳幼児
の特性や保育の思想・制度の発達などを理解し、保
育に関する基本的な知識を学習する。

2 30 2 ○ ○ ○

14 ○ 幼児の心理学

心理学の知識を学び、人はどのように学習を行って
いくのか、どのように人間関係を築いていくのかと
いうことを心理学の視点から考える。また、心理学
における様々な研究から得られた知見を学ぶこと
で、保育の実際の中で工夫や援助ができるようにな
ることを目指す。

1 15 1 ○ ○ ○

15 ○
造形表現
（指導法）

乳幼児の造形の発達に関する内容や実践的な表現活
動内容の研究を行い、幼児の造形活動に対して適切
な援助と教育を行える能力の養成を目標とする。

1 30 1 ○ ○ ○

16 ○ 保育の心理学

臨床心理士として教育機関などでカウンセリングに
携わる教員が指導する。保育実践に関わる発達理論
等の心理学的知識を踏まえ、発達を捉える視点につ
いて理解する。子どもの発達に関わる心理学の基礎
を習得し、養護及び教育の一体性に即した援助、保
育における人との相互的関わりや体験、環境の意義
を理解する。

2 30 2 ○ ○ ○

17 ○
子ども家庭支
援の心理学

公認心理師・臨床発達心理士として児童養護施設や
障害児入所施設で心理的ケアに携わる教員が指導す
る。生涯発達に関する心理学の基礎的な知識を習得
し、初期経験の重要性、発達課題等について理解す
る。また、子どもとその家庭を包括的に捉える視点
を習得する。

2 30 2 ○ ○ ○

18 ○
子ども家庭
支援論

現在、認定こども園園長として保育に携わる教員が
指導する。子育て家庭に対する支援の意義・目的、
保育の専門性を活かした子ども家庭支援の意義と基
本を理解する。また、家庭支援の現状や課題につい
ても学ぶ。

2 30 2 ○ ○ ○



19 ○
幼児への
特別な支援

福祉型障害児入所施設の施設長として障害児保育携
わる教員が指導する。インクルーシブ教育を含む特
別支援教育に関する理念や制度の仕組みを学習し、
特別の支援を必要とする幼児（知的障害・発達障
害・肢体不自由・視覚障害・聴覚障害等）の心身の
発達、心理的特性、学習の過程を理解する。

2 30 1 ○ ○ ○

20 ○ 子どもの保健

こども病院看護師、保育所看護師の経験がある教員
が指導する。子どもの心身の健康増進を図る保健活
動の意義、身体的な発育・発達と保健、子どもの心
身の健康状態とその把握方法等を理解する。また、
子どもの疾病とその予防法及び他職種間の連携の下
での適切な対応を学ぶ。

2 30 2 ○ ○ ○

21 ○
子どもの食と
栄養

管理栄養士として病院への勤務経験がある教員が指
導する。小児の発育・発達の特性、栄養に関する知
識をふまえ、小児期における心身の発達段階に応じ
た栄養法、集団給食、食教育の重要性を理解するこ
とを目標とする。

2 30 1 ○ ○ ○

22 ○ 社会的養護Ⅰ

児童養護施設施設長として施設養護に携わる教員が
指導する。現代社会における社会的養護の意義と歴
史的変遷、子どもの人権を踏まえた社会的養護の基
本を理解する。また、社会的養護の制度や実施体
系、対象や形態、関係する専門職種、現状と課題に
ついて学ぶ。

1 30 2 ○ ○ ○

23 ○ 乳児保育Ⅰ

助産師として乳幼児保健・医療に携わる教員が指導
する。乳児保育の意義と目的、歴史的変遷及び役
割、保育所、乳児院等多様な保育の場における乳児
保育の現状と課題について理解する。３歳児未満児
の発育・発達を踏まえた保育の内容と運営体制、職
員間や保護者、関係機関等の連携について学ぶ。

2 30 2 ○ ○ ○

24 ○
乳児保育Ⅱ
（演習）

助産師として乳幼児保健・医療に携わる教員が指導
する。３歳未満児の発育・発達の過程や特性を踏ま
えた援助や関わりの基本的な考え方について学び、
養護及び教育の一体性を踏まえた子どもの生活や遊
び、保育の方法や環境、配慮について理解する。

2 30 1 ○ ○ ○

25 ○
保育の計画と
評価

幼稚園教諭として幼児教育に携わる教員が指導す
る。保育の計画と評価の基本を学び、全体的な計画
と指導計画の作成について、その意義と方法を理解
する。また、子どもの理解に基づく保育の過程（計
画・実践・記録・省察・評価・改善）について、
その全体構造を捉え、理解をする。

1 30 2 ○ ○ ○

26 ○ 保育内容総論

保育所園長として保育所保育に携わる教員が指導す
る。保育所保育の子どもの育ちをめぐる現状と課
題、保育所保育の役割、環境を通して行う保育、保
育における遊びの位置づけなどの基本原理を理解す
る。また、指導計画を立案する。

1 30 1 ○ ○ ○

27 ○ 教育方法論

保育所園長として保育所保育に携わる教員が指導す
る。教育の方法に関する理論的知識を学び、幼児期
の教育の方法に関する基本原理を理解する。また、
これらを踏まえた保育現場における実践を構想でき
る。

1 30 2 ○ ○ ○

28 ○ 保育者論

公立幼稚園の園長経験がある教員が指導する。保育
職の意義や役割、職務内容、倫理などの基本を学
び、保育者に何が求められているのか、保育者とし
て社会の期待に応えるためにはどのような努力をす
る必要があるのかを考えることから、保育という仕
事を遂行していくための能力を形成することを目標
とする。また、保育者の資質向上とキャリア形成に
ついて理解を深める。

1 30 2 ○ ○ ○



29 ○ 教育相談

公立小学校のスクールカウンセラー業務に携わる教
員が指導する。幼児理解の意義・方法について理解
し、幼児理解（個と集団）と発達・学びとの関連性
を理解する。幼児期における教育相談の意義を理解
し、教育相談に関わる心理学の基礎的な理論・概念
を理解する。また、カウンセリングマインドの必要
性を理解し、カウンセリングの基礎的な態度・技法
を学び、これらを生かした保護者への子育て支援に
関して理解する。

2 30 2 ○ ○ ○

30 ○ 児童文化

幼稚園教諭及び保育所保育士の経験がある教員が指
導する。児童文化の重要性を充分に認識した上で、
実習を行い、児童文化の分野の実践的な指導ができ
るようになることを目標とする。

1 15 1 ○ ○ ○

31 ○ 保育実践演習

幼稚園教諭及び保育所保育士の経験がある教員が指
導する。自らの学びを振り返り、保育者として必要
な知識・技能の習得を確認し、保育者として必要な
コミュニケーション能力を習得し、使命感と職務内
容について理解する。

2 30 1 ○ ○ ○

32 ○
子どもの健康
と
安全（演習）

こども病院看護師、保育所看護師の経験がある教員
が指導する。保健的観点を踏まえた保育環境及び援
助、保育における健康及び安全管理、子どもの体調
不良等に対する適切な対応、感染症対策、子どもの
発達や状態等に即した適切な対応等を学ぶ。

2 30 1 ○ ○ ○

33 ○
保育実習指導
Ⅰ（保育所）

保育所園長経験がある教員が指導する。保育実習の
全体的な枠組みを理解し、実習に臨む心構えを作
る。特に指導計画案の作成や実習日誌の書き方等に
かかわる知識と技能を身につける。

1 30 1 ○ ○ ○

34 ○
保育実習指導
Ⅰ（施設）

保育実習（施設）の全体的な枠組みを理解し、実習
に臨む心構えを作る。特に指導計画案の作成や実習
日誌の書き方等にかかわる知識と技能を身につけ
る。

1 30 1 ○ ○ ○

35 ○
保育実習Ⅰ
（保育）

保育所保育士の経験がある教員が指導する。これま
で学習してきた理論や技術が、保育の実践と具体的
にどのように繋がるのか理解する。また、保育の技
術や、能力を向上させ、保育観や子ども観を深め
る。

1 60 2 ○ ○ ○ ○

36 ○
保育実習Ⅰ
（施設）

施設保育士としての経験がある教員が指導する。施
設現場で養護と療育を経験することにより、これま
で学習してきた理論や技術が、保育の実践と具体的
にどのように繋がるのか理解する。また、保育の技
術や、能力を向上させ、保育観や子ども観を深め
る。

2 60 2 ○ ○ ○ ○

37 ○
保育実習指導
Ⅱ（演習）

保育所保育士の経験がある教員が指導する。「保育
実習事前事後指導」「保育実習（保育所）」、その
他の教科で学習した内容を基盤に、保育所の理解、
子どもや家庭について理解を深める。指導計画の作
成や記録など実践力を養う。

2 30 1 ○ ○ ○

38 ○ 保育実習Ⅱ

保育所保育士の経験がある教員が指導する。保育実
習Ⅰ（保育）を通して学んだ技術と理論を基礎とし
て、保育士として必要な資質・能力・技術を向上さ
せる。また、子育て支援についても学ぶ。

2 60 2 ○ ○ ○ ○

39 ○
実習事前・
事後指導Ⅰ

幼稚園教諭及び保育所保育士の経験がある教員が指
導する。実習の意義・目的を理解し、実習中の自ら
の課題を明確にする。実習の事後指導を通じて、実
習の総括と自己評価を行い、新たな課題や学習目標
を明確にする。

1 30 2 ○ ○ ○

40 ○
実習事前・
事後指導Ⅱ

幼稚園教諭及び保育所保育士の経験がある教員が指
導する。実習事前・事後指導Ⅰに引き続き、実習中
の自らの課題を明確にする。実習の事後指導を通じ
て、実習の総括と自己評価を行い、新たな課題や学
習目標を明確にする。

2 30 2 ○ ○ ○

41 ○ 音楽演奏Ⅰ

保育者として必要な音楽技術の習得や資質の向上を
目指す。特に基本的な音楽理論を理解するととも
に、弾き歌いに必要となる鍵盤楽器の基礎を身につ
ける。

1 30 1 ○ ○ ○

42 ○ 音楽演奏Ⅱ

音楽演奏Ⅰに引き続き、保育者として必要な音楽技
術の習得や資質の向上を目指し学習する。特に基本
的な音楽理論を理解するとともに、弾き歌いに必要
となる鍵盤楽器の基礎を身につける。

2 30 1 ○ ○ ○



43 ○ 実践講座Ⅰ

幼稚園教諭、保育士の経験がある教員が指導する。
季節の歌や語り継がれる童謡、手遊び、リズム表現
等の保育技術を学ぶ。また、保育現場で必要な造形
表現技術、児童文化財の製作から実践について学
ぶ。

1 30 1 ○ ○ ○

44 ○ 実践講座Ⅱ

保育所保育士の経験がある教員が指導する。実践講
座Ⅰに引き続き、季節の歌や語り継がれる童謡、手
遊び、リズム表現等の保育技術を学ぶ。また、保育
現場で必要な造形表現技術、児童文化財の製作から
実践について学ぶ。

2 60 2 ○ ○ ○

45 ○ こどもと絵本

保育所園長、図書館司書等の経験がある教員が指導
する。絵本を通じて集中力・理解力・人間関係など
様々な力が育まれるよう、子どもと絵本の関わり方
を学習する。また、絵本に関する知識、技能、感性
を学び、絵本の選択力、指導力、表現力、コミュニ
ケーション力を身につける。

2 60 4 ○ ○ ○ ○

46 ○
保育総合演習
Ⅰ

保育所園長経験がある教員が指導する。保育におけ
る様々な表現方法を学び、保育現場における表現活
動について研究する。また、表現における技術や知
識を身につけ、感性を豊かにする。

1 30 1 ○ ○ ○

47 ○
保育総合演習
Ⅱ

保育における様々な表現方法を学び、保育現場にお
ける表現活動について研究する。また、表現におけ
る技術や知識を身につけ、感性を豊かにする。

2 30 1 ○ ○ ○

48 ○ 卒業研究

幼稚園教諭及び保育所保育士の経験がある教員が指
導する。これまでの学習を通して、さらに学びたい
と考えている事柄について自ら研究を深め、専門分
野の知識を高める。研究物のまとめ方などの手法を
学び、自分の考えを分かりやすく表現することを経
験する。

2 30 1 ○ ○ ○

49 ○
みらいリテラ
シー

一般企業でOffice製品を用いて業務に携わった勤務
実績のある教員が指導する。保育者として必要とな
るITスキル（Word・Excel・Powerpoint）の基礎か
ら応用を学ぶ。Windowsの基本操作及びファイルの
操作、Word、Excel、Accessなどを使ってビジネス
アプリケーションを学習する。

毎
年

120 2 ○ ○ ○

50 ○
保 育 ス キ ル
アップ
講座Ⅰ

幼稚園教諭及び保育所保育士の経験がある教員が指
導する。実践講座Ⅰ・Ⅱで学んだことを基礎とし
て、季節の歌や語り継がれる童謡、手遊び、リズム
表現等の保育技術を学ぶ。また、保育現場で必要な
造形表現技術、児童文化財の製作から実践について
学ぶ。

毎
年

120 2 ○ ○ ○

51 ○
保 育 ス キ ル
アップ
講座Ⅱ

幼稚園教諭及び保育所保育士の経験がある教員が指
導する。「環境を通して行われる保育」における保
育環境設定について学ぶ。また、様々な自然体験活
動を通して、自然への関心や理解を深める。

毎
年

120 2 ○ ○ ○

52 ○
保 育 ス キ ル
アップ
講座Ⅲ

保育者、社会人として必要な国語力や保育記録等を
記入する上での基本的な文章表現のルールを理解
し、言葉を用いて豊かに表現したり、理解したりす
る能力を身につける。

毎
年

120 2 ○ ○ ○

53 ○ 音楽演奏Ⅲ

音楽演奏Ⅰ・Ⅱおよび２年次までの音楽関連の講義
を基礎として、保育者として必要な音楽技術の習得
や資質の向上を目指し学習する。特に基本的な音楽
理論を理解するとともに、弾き歌いに必要となる鍵
盤楽器の基礎を身につける。

毎
年

120 2 ○ ○ ○

54 ○
子育て支援実
習

地域の保育所、子育て広場等において、実際に乳幼
児と触れ合い体験を通して、乳幼児の理解、保護者
支援等の方法を実践に学ぶ。

毎
年

120 2 ○ △ ○ ○

55 ○ 英会話ⅠS

英語による会話に馴染み、簡単な自己紹介を書いた
り、話したりすることができる。また、日常生活に
おいて使用される単語や表現を理解し、基本的な英
文法を理解して全体的に会話力を高めることを目標
とする。

1 30 1 ○ ○ ○



56 ○
生涯スポーツ
S

大学においてスポーツ関連科目を担当し、スポーツ
の研究を行っている教員が指導する。幼児期及び青
年期における運動・スポーツの意義や果たすべき役
割を理解し、子どもや障がい者を対象とした運動・
スポーツ活動に関する基礎的な技能を習得する。運
動・スポーツ活動のレパートリーを増やすことを目
標とする。

1 30 1 △ ○ ○ ○

57 ○
情報処理
入門ⅠS

IT企業でシステム開発やOffice製品を用いて業務に
携わった勤務実績のある教員が指導する。コン
ピュータの基本用語を理解した上で、利用頻度の高
い事務系ソフトの基礎的な利活用方法を、演習を通
して習得する。

1 30 1 ○ ○ ○

58 ○
幼児と
音楽表現S

発声法、表現法、基礎的な演奏を理解し、技術の向
上を目指す。また、基礎的な楽典を理解し、保育現
場で必要な弾き歌い曲のレパートリーを増やし、歌
い示すことができる。

1 30 1 ○ ○ ○

59 ○
音楽表現技術
S

子どもに歌い聴かせるための声楽の基礎を学ぶとと
もに、基本的な音楽理論を理解するとともに、弾き
歌いに必要となる鍵盤楽器の基礎を身につける。

2 20 1 ○ ○ ○

60 ○
幼児と
造形表現S

幼児画の発達過程と特徴の理解を深め、幼児期の発
達に適した創作活動の援助について学ぶ。また、身
近な素材を使った美術表現技法体験による基礎技法
の習得し、技法体験作品を素材としたオリジナル作
品制作、完成作品の発表を行う。

2 30 1 ○ ○ ○

61 ○
子どもの理解
と
援助S

発達論、学習論の基礎的知識を修得し、子どもの生
活を理論的に捉え、子どもの学びと探求を十分に展
開させるため、保育者としての基本的な態度の基礎
を学ぶ。

1 30 1 ○ ○ ○

62 ○
健康
（指導法）S

幼稚園教諭、保育所園長の経験がある教員が指導す
る。保育所保育指針及び幼保連携型認定こども園教
育・保育要領、幼稚園教育要領に示される「ねら
い」「内容」などの「健康」領域の構造を理解す
る。「健康」に関する保育内容及び方法を実践的に
学び、基礎的な知識・技能を獲得する。

1 30 1 ○ ○ ○

63 ○
人間関係
（指導法）S

現在、幼稚園園長として幼児教育に携わる教員が指
導する。領域「人間関係」に関する教育・保育内容
及び指導に関する知識・技術を習得する。また、子
どもの発達を領域「人間関係」の観点で捉え、子ど
もの理解を深める。

1 30 1 ○ ○ ○

64 ○ 幼児と健康S

運動あそびのもつ教育的意義を学び、各種の運動あ
そびを素材とした短期の指導計画を作成する。ま
た、運動あそびの「ねらい」を実現するために必要
な効果的な指導技術を習得する。

2 30 1 ○ ○ ○

65 ○
環境
（指導法）S

保育所保育士の経験がある教員が指導する。子ども
たちに影響を与える環境の現状・問題について理解
し、子どもたちが生きる力を培うための保育の工
夫、自然体験・社会体験など具体的生活体験を重視
した保育を自ら設定できるようになる。

1 30 1 ○ ○ ○

66 ○
言葉
（指導法）S

幼稚園教諭及び保育所保育士の経験がある教員が指
導する。人間にとっての言葉（言語）の役割・言語
獲得の理論、子どもの言葉を育む適切な環境を理解
する。保育内容「言葉」を理解し、保育者としての
子どもとの関わり方を身につける。

1 30 1 ○ ○ ○

67 ○
造形表現
（指導法）S

幼児画の発達過程と特徴の理解を深め、幼児期の発
達に適した創作活動の援助について学ぶ。また、身
近な素材を使った美術表現技法体験による基礎技法
の習得し、技法体験作品を素材としたオリジナル作
品制作、完成作品の発表を行う。

1 30 1 ○ ○ ○

68 ○ 障害児保育S

福祉型障害児入所施設の施設長として障害児保育に
携わる教員が指導する。障害児保育の対象となる障
がいの特徴について理解し、障害児保育の実際や保
護者支援に関する基礎的な知識を習得する。

2 30 1 ○ ○ ○

69 ○
子どもの食と
栄養S

管理栄養士として病院への勤務経験がある教員が指
導する。子どもの食と栄養で学んだことを基礎と
し、保育者として小児に適切な食事を提供できるよ
う、各時期の特性や栄養について理解し、調理技能
の習得を目指す。

2 30 1 ○ ○ ○



70 ○
社会的養護Ⅱ
S

児童養護施設施設長として施設養護に携わる教員が
指導する子どもの理解を踏まえた社会的養護の基礎
的な内容、施設養護及び家庭養護の実際について理
解する。また、社会的養護における計画・記録・自
己評価の実際、子どもの虐待防止と家庭支援につい
て理解する。

2 30 1 ○ ○ ○

71 ○
音楽表現
（指導法）S

領域「表現」に関する「ねらい」「内容」を理解
し、子どもの音楽表現活動に関する基本的知識及び
指導・援助に関する知識・技能を習得する。

1 30 1 ○ ○ ○

72 ○
劇あそび
（指導法）S

幼稚園教諭、保育所園長の経験がある教員が指導す
る。領域「表現」のねらいと内容について理解す
る。子どもの発達に即した遊びの過程を理解し、ど
のような援助が必要かを考える力、子どもの表現を
育てる実践力や指導法を身につける。

1 30 1 ○ ○ ○

73 ○ 子育て支援S

現在、保育所園長として保育所保育に携わる教員が
指導する。子育て支援・相談援助活動の基礎を習得
し、援助展開における援助関係の形成、援助過程や
各技術を効果的に活用するための理論と方法を学
ぶ。また保育士の行う子育て支援について実践事例
を通して具体的に理解する。

2 30 1 ○ ○ ○

74 ○ 児童文化S

児幼稚園教諭及び保育所保育士の経験がある教員が
指導する。童文化の重要性を充分に認識し、内容を
把握し、実習を行い、児童文化の分野の実践的な指
導ができるようになることを目標とする。製作実
習、児童文化財を使用した演習（部分実習）を行
う。

1 30 1 ○ ○ ○

75 ○
保育実践演習
S

幼稚園教諭及び保育所保育士の経験がある教員が指
導する。自らの学びを振り返り、保育者して必要な
知識・技能の習得を確認し、保育者として必要なコ
ミュニケーション能力を習得し、使命感と職務内容
について理解する。発表・議論・ロールプレイ、模
擬保育などを組み合わせて行う。

2 30 1 ○ ○ ○

76 ○
教育実習
事前事後指導
S

教育実幼稚園教諭及び保育所保育士の経験がある教
員が指導する。習に向けた「事前」の心がまえや準
備に関する基礎的知識を理解する。観察記録の作
成、指導計画の立案方法を理解する。

1 20 1 ○ ○ ○

77 ○ 教育実習①S

幼稚園教諭としての経験がある教員が指導する。幼
稚園における教育内容や幼稚園機能、幼稚園教諭の
職務及び役割について、体験を通して理解する。ま
た、観察記録の作成や部分実習の指導計画を立案す
ることができる。

1 30 1 ○ ○ ○

78 ○ 教育実習②S

幼稚園教諭としての経験がある教員が指導する。教
育実習①Sでの経験を踏まえ、幼稚園における教育
内容や幼稚園機能、幼稚園教諭の職務及び役割につ
いて、体験を通して理解する。また、観察記録の作
成や全日実習の指導計画を立案し、実践する。

2 90 3 ○ ○ ○

78

期

週

合計 科目 112 単位（単位時間）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2

20

卒業要件：
必須科目全ての成績評価において不可の評価(評価点６０点未満)がなく、年間出
席時限数が年間消化時限数の８５％以上であり学納金未納でないこと。

履修方法： 必修科目を全て履修すること。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分

１学期の授業期間
（留意事項）


